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【分科会発表 2 】

Qll Q7 で「 2 」と回答した方に質問します。 現在の問題点を具体的にご記入ください。

Ql2 Q7 で「 3 」と回答した方に質問します。 現在の問題点を具体的にご記入ください。

傷寒論における疼痛（1) 頭痛

日本漢方協会 傷寒論分科会

今井淳 岡田澄江 河田貞子佐藤喜和子 庄子昇
〇橋本信孝橋本千鶴子福田順子問瀬信行宮入浩子
渡辺賢治加世田弘道穴原暁子

頭痛、腹痛、腰痛など病気の主訴の多くは痛みから始まる。傷寒論においても疼痛の表現が随所
に見られる。そこで疼痛、疼、痛に関する記載を各条から抽出整理し、それぞれの疼痛にかかわる
方剤とその方剤成分生薬を整理した。さらに「頭痛」について詳細に調べた。
使用した「傷寒論」は分科会において日頃使用している「傷寒論金置要略」方術信和会編集を用

いた。

記入者氏名

I 

り

1. 疼痛の語源
諸橋「大漠和辞典」（大修館書店）によれば、
「疼」は、①いたむ、うずく ②愛する

「痛」は、①いたむ、病む、なやむ、なげく、②いたます ③いたみ ④いた＜
「疼痛」は、いたむ、いたみ

と記されている。

2 条文に見られる「疼痛」
表 1 に傷寒論の各条文にみられる「疼」「痛」「疼痛」を抽出して反転文字で示した。各条に示さ

れた方剤も欄外に抽出した。

「疼」「痛」「疼痛」は全文中 1 2 2 箇所に記載され、太陽病中が27 箇所と最も多く、ついで太
陽病 22 、少陰病 1 5 、平脈法 1 1 箇所の順であった。
それぞれの方剤は 5 1 箇所 36 種類が記載されている。

表 2 に、疼痛を「疼」「痛」「疼痛」に分け、それぞれの種類を示した。その方剤も併せて示した。
「疼痛」は、「一身壺疼痛」など 7 種が有り、最も多いのが「身疼痛」で 7 条文に記されている。
方剤も麻黄湯など 7 処方が示されている。、
「疼」は「身疼」など 1 1 種、方剤は桂枝附子湯など 5 処方が示されている。
「痛」は「身痛」など 42種類があり、最も多いのが、「頭痛」で 1 5 条文に記されており、ついで
「腹中痛」 8 条文、「咽痛」 7 条文「痛」 6 条文などである。方剤は30種あり、これは全方剤中 (3
6 種） 83 ％に及ぶ。

疼痛に用いられる方剤は 36 種であり、その疼痛の記載条文、疼痛の種類、方剤成分生薬を示し
た。また、疼痛の方剤中に含まれる生薬は33種あり、方剤成分生薬の特徴、薬能について、「新古
方薬嚢」による朴日くをまとめた。

3. 「頭痛」について
傷寒論の太陽病の冒頭に記載される「疼痛」は「頭痛」であり、また「頭痛」は「疼痛」のうち

最も記載頻度が多い。

表 3 に、病期の太陽病上・中・下・陽明病・少陽病・廠陰病に至る「頭痛」とその方剤をまとめ
た。頭痛に関して、太陽病・上では 4 条文、 2 方剤、中では 3 条文、 4 方剤、少陽病では 1 条文 1
方剤、廠陰病では 1 条文 1 方剤が示されている。太陽病・下及び陽明病では条文のみで方剤はなく、
また、太陰病及び少陰病には条文及び方剤のいずれの記載もない。

同じ「頭瘍」であってもその原因、現れ方によって用いる方剤も異なる。即ち、太陽病の頭痛は
桂枝湯であり、廠陰病のそれは呉茉英湯である。これらの違いを考察した。
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表 1. 条文に見られる「疼痛」とその方剤

条 条文抜粋 方剤

24 I 立夏得洪大脈是其人 ·層贔鮎苔須発其汗若明日E国置I不重者不
須発汗若汗滋泊自出物者明日便解英

弁 128| 寸口脈浮而緊浮則為風緊則為寒風則傷衛寒則傷榮榮衛倶病置冒国l
薗嘗発其汗也 . 

脈 143 I 表氣微虚裏氣不守故使邪中於陰也陽中於邪必発熱栂！川淋捐睛畠員
圏腔酸所為陽中霧露之氣・・・・下焦不閉清便下重令便数難量国璽置！

法 144 I 命将難全
44 脈陰陽倶緊者口中氣出臀口乾燥・・・設使悪寒者必欲嘔也冒置□！

者必欲利也

1 I 問日脈有三部·・・陰陽相干風則浮虚寒則牢堅沈潜水畜支飲急弦
動則為冒数則熱煩

平 14 病家謂云病人若発熱□＂置I病人自臥
5 個令病人云腹内層国〗病人自坐師到脈之浮而大者其差也

脈 I8 師持脈病人欠者無病也脈之呻者病也言還者風也揺頭言者璽置〗也・
．．坐而下一脚者璽国！也裏賓護腹如懐卵物者眉日！也

法 19 若脈微弱者嘗置置日似傷非喉痺也病人云責国曰匿雖ホ今復欲下利
17 脈得太陽輿形病人乃大吐若下利璽国置！
29 鉄陽脈滑而緊滑者胃賓緊者牌氣強持責撃強口憐自傷以手把刃坐作

癒也
36 I 鉄陽脈緊而浮浮為氣緊為寒腹満緊為霞冒！浮緊相樽腸鳴而韓轄即氣

動隔氣乃下

15 嘗ーニ日発以其脈上連風府故置国国！腰脊強尺寸倶長者陽明受病也
傷 1 ・・・其脈侠鼻絡於目故身噸国鼻乾不得臥尺寸倶弦者少陽受病
寒 也・・・其脈循脇絡於耳故□置覆！而耳聾此三経皆受病
例 17 置日口乾煩満而渇
18 七日太陽病衰置国少癒

7 太陽病軌"’"’而煩脈沈而細者
痙 8 瀑家之為病 、＇昂＂発熱
瀑 11 風瀑相博 、馴罪覇〗
謁 12 瀑家病［賢『骨胤発熱面黄而喘頭痛品塞而煩
病 13 ヽ『薗発熱
15 太陽中謁者身熱覆置〗而脈微弱
16 太陽中謁者発熱悪寒身重而置頁！其脈弦細孔遅

1 脈浮樹駄碍闘而悪寒
太 3 已発熱或未発熱必悪寒匿瓢悼i逆脈陰陽倶緊者
陽 9 太陽病置国至七日巳上自癒
病 14 太陽病置□l発熱汗出悪風者桂枝湯
上 15 太陽病項背強几几反汗出悪風者桂枝加雹根湯
29 服桂枝湯或下之例椿＇柑碍＇’倉拿発熱無汗心下満微痛小便不利•n

桂枝湯去桂加袂苓白ポ湯

5 I 太陽病置日発熱騎『貞i囀請帽睛帽圃悪風無汗而喘名麻員湯

桂枝場

＂枚llll 釦"、鳥

UW)、 |I lIIl(l 1l’ull場

liI 

8 太陽中風脈浮緊発熱悪寒□置匿！不汗出而煩燥者大青龍湯 大青龍湯
太 19 傷寒脈浮緩□国置！但重乍有軽時無少陰證者大青龍湯 大青龍湯
16 太陽病脈浮緊無汗発熱□口置〗八九日不解表證仇有・・・麻黄湯 麻黄湯
18 二陽併病太陽初得病・・・陽気沸鬱不得越嘗汗不汗其人煩燥目口！
曰冒乍在腹中乍在四肢

陽 I20 1 脈浮緊者嘗国霞
26 傷寒不大便六七日匿日有熱者輿承氣湯其小便清者知不在裏仇在表承氣湯

也嘗須発汗若国E！者必紐宜桂枝湯 桂枝湯
32 発汗後匿置置珈辰沈遅者桂枝加芍薬生姜各一両人参三両新加湯 桂枝新加湯

病 151 傷寒五六日大下之後身熱不去置日口薗！者未欲解也栃子鼓湯 桓子鼓湯
58 蒼家雖□覆国〗不可発汗発汗則痙
61 汗家重発汗必桃惚心乱小便已眉塁！輿萬餘糧丸 I 萬餘糧丸
64 傷寒瞥下之続得下利清穀不止匿置匿日者急営救裏後匿置置即青便自調

中 I 者急営救表救裏宜四逆湯救表宜桂枝湯 四逆湯、桂枝湯
65 病発熱国国脈反沈若不差口＂置置肛営救其裏宜四逆湯 四逆湯
69 傷寒五六日中風往来寒熱胸脇苦満黙黙不欲飲食心煩喜嘔或胸中煩

而不嘔或渇或璽日置l或脇下病硬或心下悸..・小柴胡湯 小柴胡湯
70 血弱氣壺湊理開… 1.r晶胃＂＂冒必下邪高日下故使嘔也小柴胡湯 小柴胡湯
72 得病六七日脈遅浮弱・・・構冒罷『訃面目及身黄頸項強 小柴胡湯
74 傷寒陽脈濫陰脈弦法営柵＇国喝罰者先輿小建中湯 小建中湯
85 太陽病二日・・・大便已＇罰薗lI 扁其人足心必熱穀氣下流故也
100 太陽病過経十餘日心下温温欲吐而璽曰置！大便反浦臀腹微満鬱鬱微
煩先此時自極吐下者輿調胃承氣湯若不 者不可輿欲嘔匿日置佃樟ti調胃承氣湯
者非柴胡以嘔故知極吐下也

1 1 病有結胸有裁結其状如何答日按之日寸脈浮関脈沈名日結胸也
7 太陽病脈浮而動数浮則為風数則為熱動則為日数則為虚置E！発熱微
盗汗出・・・動数変運iU欝閂罰胃中空虚客氣動隔短氣躁煩心中悽

太 I 膿陽氣内陥心下因硬則為結胸大陥胸湯 大陥胸湯
8 傷寒六七日結胸熱賓脈沈而緊置冒国餅安之石硬者大陥胸湯 大陥胸湯
10 太陽病重発汗而復下之不之不大便・・・従心下至少腹硬満而日不

陽 I 可近者大陥胸湯 大陥胸湯
11 小結胸病正在心下按之則日脈浮滑者小陥胸湯 小陥胸湯
13 太陽病下之其脈促不結胸者此為欲解也脈浮者必結胸也脈緊者必国

病 1 日脈弦者必両脇拘急脈細数者国国伯未止
14 病在陽・・・白散亦服 ・・・右件三味・・・仮令汗出已璽国置〗 l 白散
輿芍薬三両如上法

15 1 太陽輿少陽併病圃日置珈眩冒時如結胸心下痣硬者
下 119 傷寒六七日発熱微悪寒匿国国国微嘔心下支結外證未去者柴胡加桂 l 柴胡桂枝湯

枝湯

22 I 傷寒五六日嘔而..•若心下満而匿匿！者此為結胸也大陥胸湯主之大陥胸湯但園画国者此為病柴胡不中輿之宜半夏潟心湯 1 半夏潟心湯
25 I 太陽中風下利嘔逆表解者乃可攻之其人蟄蟄汗出発作有時圃置l心下

病硬満引置冒置節嘔短氣汗出不悪寒者此表解裏未和也十棗湯主之 I 十棗湯
33 I 傷寒吐下後発汗虚煩脈甚微八九日心下痣硬璽国国〗氣上衝咽喉眩冒

頸脈動楊者久而成痰
39 病如桂枝證匿目匿項不強寸脈微浮胸中病硬氣上衝咽喉不得息者
40 病脇下素有病連在置匿国和 l 少腹入陰筋者此名蔵結死
46 傷寒胸中有熱胃中有邪氣璽国国！欲嘔吐者黄連湯主之 黄連湯
47 傷寒八九日風瀑相博E国置！煩不能自転側不嘔不渇脈浮虚而渋者桂桂枝附子湯

枝附子湯主之
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48 風潟相博犀扉血厖醍陽間不得屈伸近之則痛劇汗出短氣小便不利悪風

不欲去衣或身微腫者甘草附子湯主之 甘草附子湯

表 2. 傷寒論にみられる疼痛の種類と方剤
用語 記載条文 方 剤

身重而疼痛 痙16

15 陽明病欲食小便反不利大便自調其人口冒口I倉拿如有熱状奄然発狂
20 陽明病反無汗而小便利二三日嘔而咳手足蕨者必苦置置！若不咳不嘔

一身壷疼痛 痙11

疼 身上疼痛 痙7, 12 

陽 手足不廠者匿国国
21 陽明病但頭眩不悪寒故能食而咳其人渥若不咳者国目国
53 陽明中風脈弦浮大而短氣腹都満脇下 久按之氣不通鼻乾．．

身疼痛 中8, 16,20,32,58, 64、霊6 大青龍湯、麻黄湯、桂枝新加湯、理中丸

痛 身證疼痛 中65、廠48 四逆湯、桂枝湯

骨節疼痛 中5 麻黄湯

明 ・病過十日脈続浮者輿小柴胡湯脈但浮無餘證者輿麻黄湯若不尿腹 小柴胡湯 関節疼痛 痙7

満加噂者不治 麻黄湯 沈重疼痛 少陰36 真武湯

60 病人不大便五六日量冒置！煩燥発作有時者此有燥屎故使不大便也 一身壺疼 痙8

病 62 大下後六七日不大便煩不解璽匿置〗者此有燥屎也所以以然者本有宿 身疼 雹2

食故也宜大承氣湯 大承氣湯 身疼腰痛 中5 麻黄湯

76 発汗不解璽匿国者急下之宜大承氣湯 大承氣湯 身證疼 平4

身證疼煩 下47 桂枝附子湯

少 3 傷寒脈弦細量璽発熱者属少陽不可発汗発汗則謙語此属胃和則癒胃 小柴胡湯 疼重 弁24、痙15

陽 不和則煩而悸 疼 目疼 傷15

病 骨節煩疼製痛 弁28、下48 甘草附子湯

骨節疼 明15

太 1 太陰之為病腹満而吐食不下自利益甚時璽＂置！若下之必胸下結硬 四肢煩疼 太陰2

陰 2 太陰中風匝輯這譴固陽微陰濃而長者為欲癒 支節煩疼 下19 柴胡桂枝湯

病 7 本太陽病醤反下之因而i暉緯繹間者属太陰也桂枝加芍薬湯主之 桂枝加芍薬湯 心中疼熱 蕨1

8 塁置日者桂枝加大黄湯主之 桂枝加大黄湯 陰疼 中61 萬餘糧丸、

痛 平1 、平29、中70、下1,7,10,11 大陥胸湯、小結胸湯、小柴胡湯

3 病人脈陰陽倶緊反汗出者亡陽也此属少陰法営厘日！而復吐利 硬痛 下22 半夏潟心湯

25 少陰病□＂匿手足寒口冒置棚t沈者附子湯 附子湯 製痛 下48 甘草附子湯

少 30 少陰病下痢国置胸満心煩者猪膚湯主之 猪膚湯

31 少陰病二三日国国者可輿甘草湯不差者輿桔梗湯 甘草湯、 桔梗湯
卒痛 平5

裏痛 平8

33 少陰病国日置l半夏散及湯主之 半夏散及湯

陰 36 少陰病二三日不已至四五日璽口！小便不利匝腿瘍董匿譴開自下利者此
絞痛 平36

太賓痛 太陰8 桂枝加大黄湯

為有水氣其人或咳或小便利或下利或嘔者真武湯主之 真武湯

37 少陰病下利清穀利裏寒·・・身反不悪寒其人面赤色或圃"’或乾嘔
一身壺痛 痙13

憫痛 上3

病 或国置！或利止脈不出者通脈四逆湯主之 通脈四逆湯

面色赤者加葱九埜璽璽置l者去葱加芍薬二両嘔者加生姜二両国日者
身痛 霊7 桂枝湯

身謄痛 少陰25 附子湯

去芍薬加桔梗一両 骨節痛 少陰25 附子湯

38 少陰病四逆其人或咳或悸或小便不利或璽国国l或泄利下重者四逆散 四逆散 痛 頭痛 弁43、傷17, 18、上9, 14、中5, 26, 桂枝湯、麻黄湯、承氣湯、四逆湯、

主之・・・璽国璽者加附子一枚抱令折 65、下7, 13,25、明20、少陽3、廠 大陥胸湯、十棗湯、呉茉英湯、五苓散

54、冨2,

1 廠陰之為病消渇氣上撞心置置置l熱飢而不欲食食則吐蛸下之利不止 頭痛強痛 下15

廠 , 傷寒先廠後発熱下利必自止而反汗出層曰冒！者其喉為痺発熱無汗 頭痛身疼 霊2

陰 15 病者手足廠冷言我不結胸園郎扉讀回這間者此冷結在膀脱関元也 頭卓然而痛 中85

病 33 傷寒 45 日璽璽璽若韓氣下趣少腹者此欲自利也
48 下利腹脹満馴靡葬冨同者先温其裏乃攻其表温裏四逆湯攻表桂枝湯 四逆湯、桂枝湯

頭項強痛 上 1 、 29 桂枝湯去桂加袂苓白ボ湯

頭項痛 傷15

54 乾嘔吐涎沫置匿者呉莱英湯主之 呉茉英湯 咽痛 下13、明21 、少陰3, 30, 31, 37, 37, 猪膚湯、甘草湯、桔梗湯、通脈四逆湯

咽中痛 平9、少陰33、阪9 半夏散及湯

2 問日病発熱即即顆9固悪寒吐利者此属何病答日此名雹乱自吐下又利 喉中痛 平9

霊 止復更発熱也 胸脇痛 傷15

乱 6 雹乱置匿悌熱口置日熱多欲飲水者五苓散主之寒多不用水者理中丸 五苓散、）削 ll丸

病 主之・・・・璽国国者加人参足前成四両半
7 吐利止而E冒！不休者営消息和解其外宜桂枝湯少和之 H 杜潟｛

胸中痛 中100, 100, 調胃承氣湯

脇下満痛 中72 柴胡湯

脅下痛 下25, 33 十棗湯
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痛

不

痛

隔内拒痛 下7 大陥胸湯

心痛 平8、明53 小柴胡湯、麻黄湯

脇下及心痛 明53 小柴胡湯、麻黄湯

心中結痛 中51 桓子鼓湯
心下満微痛 上29 桂枝湯去桂加袂苓白ボ湯

心下痛 下8 大陥胸湯

裁府其痛 中70 小柴胡湯

腹痛 少陰36,37 真武湯、通脈四逆湯

腹自痛 太陰1

腹満痛 明62, 76 大承氣湯

腹満時痛 太陰7 桂枝加芍薬湯

腹内痛 弁44

腹中痛 平17、中69、下14,46、少陰37, 38, 小柴胡湯、白散輿芍薬、黄連湯、通脈四逆

蕨33、霊6 湯、四逆散、理中丸加人参

腹中急痛 中74 小建中湯、小柴胡湯

小腹満按之痛 廠15

睛築漱痛 弁43

膿傍痛 下40

饒睛痛 明60

腰痛 弁43、平8、中5 麻黄湯

身不疼 中9 大青龍湯

心下満而不痛 下22 半夏濱心湯

不知痛慮 中18

頭不痛 下39、明20 瓜亭散
咽不痛 明21 、

表中、弁は弁脈法、平は平脈法、傷は傷寒例、痙は痙濡謁病、上は太陽病上、中は太陽病中、下は太陽病下、

明は陽明病、少陽は少陽病、太陰は太陰病、少陰は少陰病、廠は廠陰愈病、霊は霊乱病を示す。

表 3 ．頭痛の病期とその方剤
病 期 方 剤

太陽病・上 頭痛 (9, 14) 桂枝湯

頭項強痛 (29) 桂枝去桂加袂苓白戒湯

中 頭痛発熱 (5) 麻黄湯
頭痛 (26) 承氣湯、桂枝湯

頭痛 (65) 四逆湯

下 頭痛 (7, 13, 15, 25) 

陽明病 頭痛 (20)

少陽病 頭痛 (3) 小柴胡湯

太陰病

少陰病
蕨陰病 頭痛 (54) 呉莱英湯
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【分科会発表 3 】

森立之・神農本草経収載生薬

本草分科会

会員杉山貴典

神農本草経は西漢の時代、張仲景・華佗が著したとされていますが、われわれ漢方を扱

う者にとって、本草は切っても切り離せない存在になっています。

そこで本草分科会では、森立之 神農本草経の上薬・中薬・下薬に収載されている本草

を、さらに鉱物・植物・動物由来に分けて分類してみました。

本来、神農本草経には上薬 120 種・中薬 120 種・下薬 125 種の全 365 種類の本草が収

載され、 1 年の日数とあわせてあるといわれておりますが、森立之 神農本草経では表 1

で示したとおり、上薬 125 種（鉱物由来 24 種・植物由来 86 種·動物由来 15 種）・中薬

114 種（鉱物由来 14 種・植物由来 73 種・動物由来 27 種）・下薬 118 種（鉱物由来 9 種・

植物由来 86 種・動物由来 22 種）全 357 種類（鉱物由来 47 種・植物由来 246 種・動物由

来 64 種）に分類されておりました。

今回、本草分科会では森立之 神農本草経のみ分類してみましたが、他の考証による神

農本草経でもこのような数値の相違が見られるかどうか今後の課題として検討していきた

いと思います。

-19-


	doc00192720230419122101
	doc00192920230419122212
	doc00193020230419122250
	doc00193120230419122326
	doc00192820230419122129

